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TALK THEME 1

東北大学について

働く環境

仕事とキャリアパス

選考情報



TALK THEME 2

東北大学について

働く環境

仕事とキャリアパス

選考情報

・指定国立大学法人
・東北大学ビジョン2030
・コネクティッドユニバーシティ戦略
・業務のDX推進プロジェクト



好循環

社会との
連携

研 究教 育

民間および自治体等からの
多額の寄附により創設・発展

KS鋼･新KS鋼 八木･宇田アンテナ

半導体レーザー

垂直磁気記録 コンパクチン

独創的研究成果に基づく
イノベーションの創出

第6代総長本多光太郎
「産業は学問の道場なり」

胃がん集団検診 質量分析技術

黒田 チカ 丹下 ウメ 牧田 らく

茅 誠司

魯迅 陳 建功 蘇 歩青

専門学校･師範学校への
門戸開放

女子学生への門戸開放

留学生への
門戸開放

松前 重義

世界的に卓越した
基礎研究の推進

「仙台は学術研究に最も向
いた都市であり、東北大学
は恐るべき競争相手」
(アインシュタイン. 1922)

建学の理念 「研究第一」、「門戸開放」、「実学尊重」を基盤に
教育・研究・社会連携の好循環を実現

車の両輪としての
教育と研究

卓越した研究を通して
未来を拓く人材を育成

フラッシュメモリ
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創立１１５周年・総合大学１００周年を迎えて

未来社会へ向けた
変革のためのターニングポイント

重点施策②
グリーン未来社会の実現に向けた教育・研究

より一層
成長する「公共財」へ重点施策①

総合知の輪を世界へ
世界的視野で時代を先導するリーダー人材の育成
グローバルネットワークの更なる強化
ダイバーシティ研究環境の実現
歴史的資産の保存・継承・社会との共有



【指定国立大学法人（2017年より制度化、2021年11月現在10校）】
世界最高水準の教育研究活動の展開が期待される国立大学法人（文部科学大臣により指定）

＜指定国立大学法人に関する特例＞
・研究成果の活用促進のための出資対象範囲の拡大
・役職員の報酬、給与等の基準の設定における国際的に卓越した人材確保の必要性の考慮
・余裕金の運用の認定特例（文部科学大臣の認定不要）

指定国立大学法人として

2017年 2018年 2020年 2021年2019年

▼指定の変遷

東北大学

東京大学

京都大学

東京工業大学

名古屋大学

大阪大学

一橋大学

東京医科歯科
大学

筑波大学 九州大学
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指定国立大学法人としての東北大学の将来構想
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東北大学ビジョン2030

学生の挑戦心に応え、創造力を伸
ばす教育を展開することにより、
大変革時代の社会を世界的視野で
力強く先導するリーダーを育成

Vision 1

教育

卓越した教育研究を基盤として
社会とともに成長する好循環の
確立のため、大学経営を革新

Vision 4
経営革新

社会連携産学共創

Vision 2

研究
Vision 3

社会との共創

世界三十傑大学にふさわしい総合
研究大学として、卓越した学術研
究を通して知を創造するとともに、
新たな学問領域の開拓とイノベー

ション創出を力強く推進

社会とともにある大学とし
て、多様なセクターとの
パートナーシップのもと、
新たな社会価値を創造し、
未来を拓く変革を先導

東北大学ビジョン2030（2018年11月27日公表）

主要施策数：12 主要施策数：12

主要施策数：12 主要施策数：９

主要施策数：21
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サイバー空間とリアル空間の融合的活用を通して大学の諸活動を拡張

東北大学コネクテッドユニバーシティ戦略
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東北大学コネクテッドユニバーシティ戦略
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＜印鑑フリー＞
押印を廃止し各種手続きの完全オンライン化を進め、同時に電子決
裁システムを導入し業務の効率性も向上させます。

＜窓口フリー＞
学生・教職員の各種手続や相談は、対面を重視したオンライン化を
拡充させ、これまで以上に学生一人ひとりへのきめ細やかなサービス
を提供します。

＜働き場所フリー＞
職場と同じ環境で仕事ができるテレワーク環境のもとで、職員一人
ひとりの多様なライフスタイルに寄り添った働き方を一層加速化させ
ます。

窓口サービスや各種手続について、これまで推進してきた業務改革をさらに加速させ、従来
「あたりまえ」とされていた業務の見直しを徹底し「オンライン事務化」を宣言しました。
（2020.6.1）。

東北大学オンライン事務化宣言（2020年6月1日）
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DXによる業務改革の推進

11

経営見える化

東北大学
ダッシュボード

2020年10月稼働

評価業務のDX
4年目終了時評価
と部局評価に対応

窓口フリー

チャットボット
2021年3月稼働開始

学生・教務より
順次横展開

働き場所フリー

大震災の教訓から
テレワーク導入済み

2020～2021年度に
ICT基盤の拡充へ
フレックス制度

2021年4月より本部
で試行、全学展開へ

印鑑フリー
学内押印100%廃止

126文書
2020年11月

学外
文科省共済押印廃止

2020年12月
電子決裁を開始

2021年4月

学内公募によるプロジェクトチーム

男 女 計 平均年齢

46 人 10 人 56 人 36.4 歳

印鑑
フリー

窓口
フリー

働き場所
フリー

経営
見える化
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NEXT 12

東北大学について

働く環境

仕事とキャリアパス

選考情報

・7つの業務系
・キャリアパスのイメージ



総務・人事 会議関係、広報・調査、職員の採用・給与・人事管理 等

国際交流 海外の大学研究機関との学術交流事業、大学間国際協定 等

研究推進 研究戦略の企画立案、民間企業との共同研究、産学共創 等

財務 予算の要求・配分、資金の管理運用、物品等の調達 等

教務・学生 カリキュラム編成、課外活動支援、就職支援、留学生支援 等

情報 ICTを用いた業務効率化の推進、情報システムの整備・運用 等

病院 病院の経営分析、医療器材・医薬品の調達 等

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

職員の業務内容
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知識の習得
業務の迅速性・正確性
コミュニケーション能力

係業務計画の立案
上司の補佐・部下指導
人材の活用・育成

大学の経営目標や
所管部署の目標達成
業務計画の策定

本人の努力、勤務
成績等により、上位
ポストに昇進

40歳前後に管理職に
なることも可能！

キャリアパス（イメージ）

14CAREER

新規採用～
６年目程度

13年目程度～7年目～
12年目程度
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先輩職員のキャリアを
見てみましょう！

先輩職員へのインタビュー

15INTERVIEW



2015.4 ～ 農学部・農学研究科教務係

Aさん

2018.4 ～ 総長・プロボスト室

2015.3 大学卒業

• 東北大学ビジョン2030策定
• 災害復興新生研究機構
• グリーン未来創造機構 など

東北大学オリジナル日本酒
「萩のゆかり」

• 学部学生の授業、成績管理
• 学部学生の学籍管理
• 学部学生の進級・卒業判定 など

国立大学法人東北大学
教育・学生支援部
学務課学務企画係
事務一般職員

• ゼロから生み出す楽しみ、
残る仕事

• とにかくいろいろな経験
• 外から見た東北大学を意識

• イメージどおりの大学職員
• 英語の大切さを実感
• 学生からの刺激



2021.10 ～ 教育・学生支援部 学務課学務企画係

国立大学法人東北大学
教育・学生支援部
学務課学務企画係
事務一般職員

• 科学研究費助成事業（通称：科研費）にかかる諸手続き
• 共同研究、受託研究の受け入れ手続き
• 研究助成金等への応募手続き
• 入学式の企画・運営 など

農学部・農学研究科教務係→ 教育
総長・プロボスト室→ 経営企画、社会連携
教育・学生支援部 学務課学務企画係→ 研究、産学連携

大学職員の仕事は多種多様

• 最先端の知の現場
• 教員の良きサポーターとして

Aさん

国立大学法人東北大学
教育・学生支援部
学務課学務企画係
事務一般職員



１日のスケジュール
0 時

6 時18 時

12 時

帰 宅

通 勤

通 勤

デスクワーク

デスクワーク

デスクワーク
打合せ

お昼休み

8:30 始業

17:15 終業
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NEXT 19

東北大学について

働く環境

仕事とキャリアパス

選考情報
・勤務地（4つのキャンパス）
・研修等諸制度
・処遇・勤務条件



片平キャンパス

川内キャンパス

東北大学４つのキャンパス
青葉山キャンパス

星陵キャンパス

20

20LOCATION



階層別研修

スキル開発研修

東北地区研修

その他の研修

役職に応じた研修

東北地区の国立大学等職員と共に学べる研修

特定の課題や能力を育成する研修

■初任者研修 ■主任研修 ■係長研修、■課長補佐研修、等

■法規事務研修 ■教務系職員実務研修 ■会計事務基礎研修、等

■若手職員のための社会人基礎力養成研修 ■女性職員キャリア形成支援研修、等

■文部科学省行政実務研修 ■英語研修 ■海外研修 ■自己啓発研修、等

文部科学省で実務を経験する研修等

研修制度について

21

SKILL UP 21



英語研修等について

英語学習法セミナー

TOEIC団体受験

スピーキング研修

自己啓発研修

国際対応事務職員研修

語学学校研修

22
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【日本学術振興会（JSPS）国際学術交流研修】

海外研修について

文部科学省内での
関係実務に関する研修

（１年間） 実際に海外の大学等で
業務を行う研修

JSPS本部（国内）での研修
（１年間）

JSPSの海外研究連絡センター
（海外）で業務を行う研修

【文部科学省国際業務研修】
【国際教育交流担当職員
長期研修プログラム】

（LEAP）

23
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女性職員が妊娠中又は産後１年に利用できる制度
危険有害業務、深夜、所定時間外勤務制限・健康診査・保健指導・通勤緩和・業務軽減・産前、産後休暇

男性職員が妻の出産時に利用できる制度
妻の出産に伴う休暇・男性職員の育児参加のための休暇

子どもが１歳になるまで利用できる制度
授乳等のための休暇・危険有害業務・深夜、所定時間外勤務制限・健康診査・保健指導

子どもが３歳になるまで利用できる制度：育児休業・所定時間外勤務の免除

子どもが小学校就学前まで利用できる制度
育児短時間勤務・育児部分休業・所定時間外勤務の制限・深夜勤務の制限

子どもが中学校就学前まで利用できる制度
子の看護休暇・在宅勤務

学内保育園（川内・青葉山・星稜の各キャンパス：定員合計250名）

働きやすい制度の例（子育て支援制度）

24
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勤務時間 平日 午前8時30分～午後5時15分（実働：7時間45分）
勤務地 仙台市内各キャンパス

※人事交流により他機関へ出向する場合があります。

休日 土・日曜日（完全週休二日制）、祝祭日、
年末年始（12月29日～1月3日）

休暇 年次有給休暇（年間最大20日付与）
特別休暇（リフレッシュ休暇、産前・産後休暇、忌引等）

休業 育児休業、介護休業、自己啓発休業、配偶者同行休業等
給与 初任給：大学卒業｜193,132円

※仙台市内勤務の地域手当を含んだ額

諸手当：通勤手当、住居手当、扶養手当 等
賞 与：6月・12月支給

（【勤務成績が良好な場合】合わせて本給の4.39ヶ月分）
昇 給：年1回（1月）

社会保険 労災保険、雇用保険、文部科学省共済組合に加入
福利厚生 ・文部科学省共済組合福祉事業

（積立貯金、グループ保険、提携保養所利用等）
・宿舎（世帯宿舎・男性向け独身寮）等

昨年度実績
処遇・勤務条件（昨年度実績）
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モデル給与

26TOHOKU UNIVERSITY

22歳大卒（新卒）の場合

月給180,700円 年間給与約2,700,000円（事務一般職員）

35歳（主任）の場合

月給約290,000円 年間給与約4,820,000円（主任）

50歳（係長）の場合

月給約400,000円 年間給与約6,650,000円（係長）

※扶養親族がいる場合、扶養手当（配偶者6,500円、子1人につき10,000円）を支給

（東北大学HP「役職員の報酬・給与等の公表」から抜粋）
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NEXT 27

東北大学について

働く環境

仕事とキャリアパス

選考情報



リクナビNEXT 東北大学

選考エントリー

28TOHOKU UNIVERSITY

まずは・・・

①リクナビNEXTへアクセス！

②本学企業ページからエント
リーしてください！

で検索！



選考スケジュール（予定）

第一次
選考

【4月中旬～下旬】
ES・職務経歴書等による書類審査

Web適性検査

第二次
選考

【6月上旬】
小論文・グループディスカッション

個別面接

最終
選考

【6月中旬】
役員等面接

（プレゼンテーションあり）

29TOHOKU UNIVERSITY

※ES等の提出は 4/11（月）17時までです！ 期限厳守！

※各選考での結果通知は合格者にのみリクナビNEXTから行います。



「変化に適応しチャレンジする自律的な人材」
・様々な環境の変化に柔軟に対応できる人
・人に対して誠実で、協力と協働を大切にする人
・自らを成長させる努力を惜しまない人
・率先してものごとに取り組める人
・グローバル社会への対応の取り組みに意欲のある人

東北大学の求める人材像

30TOHOKU UNIVERSITY
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